
実験動物福祉支援組織 

「実験動物福祉コミュニケーション」 

の設立について 

 

この度、私たちは実験動物・動物実験に関するコンプライアンス支援非営利組織「実験

動物福祉コミュニケーション」を設立いたしました。 

 平成 17 年の動物愛護管理法が改正され３R が取り入れられ、その後文科省、農水省及

び厚労省から動物実験に関する基本指針が発出され、「自主管理（機関管理）」制度が構

築されました。それから 10 年以上が経ちましたが、まだ動物を用いた研究や検査を行っ

ている研究機関に自主管理体制を担保するための外部機関による検証・認証制度が、全

てに行き渡っていません。そこで私たちは、各基本指針が求めている外部検証の受検と

適正な動物実験のさらなるレベルアップを支えることを目的とし、実験動物・動物実験

に関するコンプライアンス支援非営利組織「実験動物福祉コミュニケーション」を設立

することとしました。 

 本会は、上記目的の達成に向け、研究・検査機関等の実験動物・動物実験に関する体

制整備と動物実験等の適正な実施に寄与するために以下の事業を行います。 

① 動物実験の適正な実施に関わる運用を支援するコンサルタント事業。 

② 動物実験計画書の記載内容の評価を支援する事業。 

③ 動物実験に関わる自己点検評価を支援する事業。 

④ 動物実験委員会の外部委員を紹介する事業。 

⑤ 実験動物の福祉を推進し、適正な動物実験の実施に関わる情報を発信する事業。 

 

 本会は、非営利活動として上記事業を実施いたします。皆様には趣旨をご理解いただ

き、何卒ご支援ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。 
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